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京都府よろず支援拠点活用事例紹介―京宿 しらさぎ 技術センター事業から

鴨川を横長の額絵のように眺められるリビングダイニング

地元のお魚屋さん近幸（きんこう）との
共同企画「湯豆腐と海鮮鍋セット」

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@kptc.jp

企業連携技術開発支援事業のご案内
　技術センターでは、企業の研究開発を支援するために、企業の皆様と当センター職員とが協働して技術課題の解決を図る「企業
連携技術開発支援事業」を実施しています。この事業は、中小企業のイノベーション創出を支援することを目的に実施しており、こ
れまで多様な分野で新技術の研究や新商品開発などに利用いただいています。ぜひご活用ください。

 １ 事業内容

　当センター内の「企業連携技術開発室」を企業の皆様と当セ
ンター職員との協働の場として活用し、当センターが保有する
基盤技術や評価技術の支援や外部との連携サポート等により、
様々な技術課題等の早期解決を目指し、研究開発等の推進を
図ります。

〈ポイント〉
　研究開発の内容に精通する「担当職員」を定め、協働して研
究を進めます。その中で、他分野の技術支援が必要になった場
合には、担当職員を中心に他の職員も協力します。

 2 応募対象

　次代につながる研究開発の提案を持ち、当センター職員と
協働して技術開発等を希望される府内中小企業やそのグルー
プ等で、京都イノベーション創出ネットワーク(KIC-Net)※に入
会している企業。

 3 事業の流れ

写真１　３Ｄ実装基板の例

 4 利用事例

（1）リフロー装置における新規基板への実装の検討
（平成28年度支援事例）
実施者：京都実装技術研究会
目　的：薄いフレキシブル基板や３Ｄ実装基板が必要不可

欠になってきているため、リフロー装置における実
装条件の検討を行う。

結　果：リフロー装置での３Ｄ実装基板への実装について、
実験レベルでは可能であることがわかった。（写真
1）なお、実験結果は、当研究会例会や専門誌「実装
技術」への投稿等により発表した。

●担当職員との協働による研究
　(相談料は無料。機器貸付・依頼試験等の場合は別途有料)
●企業連携技術開発室の利用
　(無料。打ち合わせ等に利用可能）
●期間は原則1年以内。(最大2年間まで延長可能)
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 相談のきっかけ
　子供の頃両親の仕事が終わるのを待ちながら眺めた、鴨川。し
らさぎが舞う川辺とビルの隙間からみる清水の塔。印刷業を営む
両親が仕事場にしていたのは鴨川沿いの京町屋。私はそんな思い
出が詰まった京町屋を一棟貸の宿泊施設として活かせないかと思
い、周辺の一棟貸の宿泊施設の稼働を調べたり、リノベーション費
用の見積もりを集めたりと動き始めました。開業に必要な資金総
額が大きく借入が必要なことが分かり、金融機関主催の女性起業
家セミナーに参加しました。その後、京都府よろず支援拠点コー
ディネーター（以下、よろずＣＯ）に個別相談にのっていただくこと
になりました。

 みえてきた具体的な課題
　よろずＣＯに創業の想いと計画を説明すると非常に厳しい指摘
を数多くいただきました。
　まず、①具体的な対象顧客があいまい、且つ景観の美しさと創
業者の想いだけでは顧客に選ばれる根拠にはならない、②必要な
資金総額と準備できる自己資金額の隔たりが大きすぎる、③開業
後までのプロセスと開業の計画があいまい、④ビジネスとして一
棟貸の宿泊施設を選択した根拠が甘い。
　これまで考えてもこなかった課題をいくつも突きつけられまし
た。やると決めたことは何としてもやり遂げる。その思いだけで金
融機関に認められ必要な融資を得られる創業計画を作成すること
にしました。
　よろずＣＯからは以下の課題を提案されました。

 ①創業に係る費用総額の精査
 ②設備投資・運転資金の整理
 ③景観だけではない独自の強み「うり」の抽出
 ④開業後の稼働率の精査と売上・利益計画

　設備資金と運転資金の違いも分かりませんでしたが、よろずＣＯ
から根気強く教えていただき、最後まで取り組むことができました。
課題整理の中で、特に力を入れたのは、③「うり」の抽出と④開業後
の稼働率の精査と売上・利益計画でした。

 本当の「うり」は身近なところにあった！
　私は「景観の美しさ」と京阪清水五条駅から徒歩５分という立地
の良さが「うり」であると考えていましたが、町屋を改装した一棟貸
の宿泊施設は同じ通り沿いに何棟かあり、みなが同じ状況。もはや
「うり」ではありません。顧客への「うり」=「泊まりたくなる理由」は、
内的要素から見つける必要があるとやっと理解できました。

　京都を訪れる観光客は増加してい
ますが、今求められているのは「名所・
景観」ではなく、体験にあると教えてい
ただいたことから、私が琴の指導がで
きること、また、当地で両親が仕事をし
ていた関係上、近隣施設の情報に詳し
いことなどが「うり」にできると気付き
ました。そこで玄関に琴を置き、演奏
を聴くだけではなく、学べることを訴求しました。また美味しいお魚
を扱う近所の鮮魚店から「季節の鍋セット」や「手巻き寿司セット」の
仕出しお届けサービスも創りました。

 厳しい案件といわれながらもほぼ希望額の融資が決定
　２ヶ月余りの間に、リノベーション工事着工（期間約１０ヶ月）から
開業後２年間を見通した創業計画書を作成し、それをもとに融資の
申込みを行いました。よろずＣＯからは自己資金総額からすると厳
しい案件だからと、何回か聞かされていましたが、課題①～④に真
摯に取組み、精緻な創業計画を準備していたことで、ほぼ条件通り
の金額で融資の決定をいただけました。

 相談者の声
　無事、2017(平成29)年9月に開業することができました。お客
様は日本人の家族連れや親しいグループの方が中心で、外国人の
方は数組です。実は当初反対していた兄や姉、内心ハラハラしなが
らも黙って見守っていた両親も建物の完成をみて「よくやった」と喜
んでくれています。
　お客様アンケートを
みると、鮮魚店の「お
届けセット」や琴演奏
が好評です。これから
も京宿しらさぎならで
はの「おもてなし」を充
実させていきます。

お問い合わせ先

京都府よろず支援拠点（公財）京都産業２１ お客様相談室　TEL：075-315-8660  FAX：075-315-9091  E-mail：okyaku@ki21.jp

Comp a n y  P r o f i l e

●代　表　者／豊田 かおり
●所　在　地／〒600-8111 京都市下京区
　　　　　　　都市町143-22
●電　　　話／075-351-8153
●開　　　業／2017（平成29）年9月
●事 業 内 容／京町屋 一棟貸の宿泊施設

京宿 しらさぎ

京宿 しらさぎよろず支援拠点と二人三脚でつかんだ
創業の夢実現

京都府よろず支援拠点活用事例紹介
京都府よろず支援拠点では、府内中小企業・小規模事業者のワンストップ相談窓口として広く経営相談に応じるため、関係機関等と
連携して、課題分析、解決策の提示、フォローアップを行っています。今回、本拠点を活用して経営課題解決に取組まれた企業事例を
ご紹介します。

https://shirasagi88.wixsite.com/kyoto

（2）３Ｄスキャナ及びプリンターを用いた木型複製技術の構築
（平成26年度支援事例）
実施者：有限会社和銅寛
目　的：工芸品製作に用いる木型は、割れ・虫食い等により

劣化するが、修理する職人が不在となっている。そ
こで、３Ｄスキャナ・３Ｄプリンタを活用して既存木
型を複製し、木型代替品として用いる技術を構築
する。

結　果：３Ｄスキャナを用いて木型の形状を採取し、データ
修正した後、３Ｄプリンタで木型代替品を作製でき
た。この木型代替品の文様を蝋に転写し、七宝焼の
製作に用いることが
できた（写真2）。
　本事業を機に3D-
CADを導入。現在
は、伝統工芸と3Dデ
ジタル技術の融合
による新たな金属工
芸の創造に挑戦して
いる。

写真2　花器

※京都イノベーション創出ネットワーク(KIC-Net）は、(公財)京都産業
21が設置する会員制ネットワークで、技術をキーとした産産・産学の
交流プラットフォームです。新規又は進行中のプロジェクトを加速す
るために様々な支援メニューを用意しており、KIC-Netの会員はこれ
らの支援を受けることができるほか、会員間でシーズやニーズの情
報交流などができます。(入会金・年会費無料)　
詳細はホームページをご覧ください。https://kic-net.jp/


